




Recent trends in the questions on educational psychology for memory 













　　The Japanese Teaching Staff Examination includes educational psychology in the 
range of possible question. The domain is similar to academic educational psychology, but 
not the same. This paper investigated the questions related to memory in the domain. The 
questions from 2011 to 2013 were collected exhaustively, lined up chronologically, and re-
viewed for each. There were many questions about Ebbinghaus, H., his forgetting curve, 
and reminiscence. It has been suggested that the domain become the classics. Directions 
for further research are discussed.
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な実験を初めて体系的に行い、1885年にその知見をまとめ、‶Über das Gedächtnis: Un-
































































































































































































Miller, G. A.の「マジカルナンバー 7±2」を想定したためと考えられるが、あの 1956年
の論文は、タイトルにその表現はあるものの、短期記憶の容量に対して明確に 7±2チャ
ンクだと示したとまではいえない内容のものである。さらに言えば、7チャンクはおそら
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本県の「再生率」のように、厳密には適切でない出題も見られ、表現として不備のあるも
のも、かなり含まれていると言わざるを得ない。記憶に関する出題のあった都道府県のう
ち、約半数は修正の余地があるような状態であった。原則として多肢選択式であり、最も
ましな選択をすればよいために、大きな問題を生じずに成り立っているようにも思える。
また、実際の、ないしは今日の記憶研究からの乖離も目立つ。このような傾向は、必ずし
も記憶に関する内容には限られないと考えられるため、今後さらに整理し、検討を加えて
いきたい。
